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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飛び越し走査映像信号が入力されレターボックス切替ができる第１の映像モニタ及び順
次走査映像信号が入力されレターボックス切替ができない第２の映像モニタに対して、映
像信号を出力可能な映像信号処理装置であって、
　映像信号を入力する入力手段と、
　前記入力された映像信号に基づいて、飛び越し走査映像信号又は順次走査映像信号を生
成する映像生成手段と、
　前記入力された映像信号がレターボックス画像であるか否かを判断する判断手段と、
　前記入力された映像信号がレターボックス画像であると判断した場合において、前記映
像生成手段から飛び越し走査映像信号が入力された場合はレターボックス画像のまま出力
する一方、前記映像生成手段から順次走査映像信号が入力された場合はレターボックス切
替処理を施した上で出力するレターボックス切替手段と、
　前記レターボックス切替手段の出力を、前記映像モニタに出力可能な出力手段と、
　を備える映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記映像信号が、記録媒体に記録された映像信号であることを特徴とする請求項１記載
の映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記映像信号が、放送の映像信号であることを特徴とする請求項１記載の映像信号処理
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装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、テープ媒体もしくはディスク媒体等に記録、または衛星放送もしくは地上波
放送など、映画素材やビデオ素材等様々な映像情報を転送して映像信号を順次走査出力す
る映像信号処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、テープ媒体もしくはディスク媒体に記録、または衛星放送、有線放送もしくは地上
波放送等の映像出力は、テレビ受像機で再生出来るよう飛び越し走査で出力されるのが普
通であるが、近年、マルチスキャン対応のモニタ、プロジェクタまたはコンピュータ用モ
ニタ等の普及に伴って、これらの飛び越し走査映像信号を順次走査信号に変換する映像信
号再生装置が導入されつつある。
【０００３】
図１２は、本発明に関わる技術の従来の一例として、映像信号と当該映像信号のアスペク
ト比を判別する判別フラグとを有し、円盤状のディスクに収録された情報信号を再生する
映像信号再生装置の構成を示すブロック図である。図１２において、１はディスクで、映
像信号と、当該映像信号のアスペクト比を示す判別フラグとが、予め記録（または再生）
に適した信号形態に符号化され、変調されて記録されている。２はピックアップで、ディ
スク１に記録された情報信号を電気的信号に変換する。３はディスク回転装置で、ディス
ク１を再生に適した回転数で回転させる。４は飛び越し走査映像信号再生回路で、ディス
ク１に記録された映像信号を復調し、復号し、飛び越し走査映像信号として出力する。５
は素材判別回路で、ピックアップ２の出力より、ディスク１に記録された判別フラグを読
み取る。
【０００４】
６は第１のアスペクト比変換回路で、第１の制御回路１２により制御され、入力される映
像信号のアスペクト比を変換して出力する。７はエンコーダで、飛び越し走査映像信号を
ＮＴＳＣビデオフォーマットに変換し出力する。８は飛び越し走査映像出力端子で、これ
より再生された飛び越し走査映像出力が、飛び越し走査映像用モニタ（図示は省略）に出
力される。
【０００５】
９は順次走査映像信号変換回路で、第１のアスペクト比変換回路６の出力を順次走査映像
信号に変換し出力する。１０は色差コンバータで、順次走査映像信号変換回路９の出力を
アナログ色差信号に変換し出力する。１１は順次走査映像出力端子で、これより変換され
た順次走査映像信号が、順次走査映像用モニタ（図示は省略）に出力される。
【０００６】
１２は第１の制御回路で、素材判別回路５の出力と、第１のアスペクト比設定手段１３の
出力とによって、第１のアスペクト比変換回路６を制御する。１３は第１のアスペクト比
設定手段であり、使用者が受像機のアスペクト比を設定する為のものである。
【０００７】
以上の様に構成された従来の映像信号再生装置について、その動作を図１３～図２１を参
照しながら説明する。
【０００８】
図１３は、従来の映像信号再生装置のディスク１に記録される映像信号の構造を示す模式
図である。飛び越し走査映像信号では、１／６０秒で１フィールドの画像が構成され、そ
れが２枚合わされて１フレームの画像となる。２枚のフィールドの縦画素数はそれぞれ２
４０であり、互いの画素はそれぞれの画素の縦方向の間を埋めあう様な配置になる。順次
走査映像信号では１フレームが１／６０秒で縦画素数は４８０である。このように、垂直
周波数は共に１／６０秒であり、水平走査線数は飛び越し走査映像信号に比べ順次走査映
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像信号は倍になるので、水平走査周波数は、飛び越し走査映像信号が約１５．７５ＫＨｚ
であるのに対して、順次走査映像信号では約３１．５ＫＨｚになる。
【０００９】
図１４は、従来の映像信号再生装置の映像信号のアスペクト比を示す模式図である。図１
４［ａ］に示す様に、ディスク１に記録された映像ソースの映像信号には３つの形態があ
る。図１４［ａ］の（ａ－１）は４：３の画面一杯に情報を持つ素材（以後４：３フル画
像と称す）であり、同図（ａ－２）は４：３の画面の中央部に１６：９の画像を持ち、上
下が黒で塗りつぶされた素材（以後４：３レターボックス画像と称す）であり、同図（ａ
－３）は１６：９の画面一杯に情報を持つ素材（以後１６：９画像と称す）である。
【００１０】
図１４［ｂ］は、飛び越し走査映像信号用モニタのアスペクト比を示す。図１４［ｂ］に
示す様に、飛び越し走査映像信号用モニタには、同図（ｂ－１）に示す４：３のアスペク
ト比のものと、同図（ｂ－２）に示す１６：９のアスペクト比のものとがある。
【００１１】
図１４［ｃ］は、順次走査映像信号用モニタのアスペクト比を示す。図１４［ｃ］に示す
様に、順次走査映像信号用モニタには、同図（ｃ－１）に示す４：３のアスペクト比のも
のと、同図（ｃ－２）に示す１６：９のアスペクト比のものとがある。
【００１２】
飛び越し走査映像信号再生回路４は、ピックアップ２の出力により、ディスク１に記録さ
れている信号を読み取り、飛び越し映像信号を再生し、第１のアスペクト比変換回路６に
出力する。素材判別回路５は、ピックアップ２の出力により判別フラグを読み取り映像信
号の種類を判別し、判別信号として、第１の制御回路１２に出力する。
【００１３】
使用者は、映像信号を出画しようとしているモニタのアスペクト比を、第１のアスペクト
比設定手段１３により設定する。第１の制御回路１２は、素材判別回路５の出力と第１の
アスペクト比設定手段１３の出力とによって、第１のアスペクト比変換回路６を制御する
。
【００１４】
図１５は、従来の映像信号再生装置の第１のアスペクト比変換回路６の動作を説明する模
式図である。第１のアスペクト比変換回路６は４：３のモニタを想定し、１６：９のアス
ペクト比の素材を垂直方向に圧縮する機能を持つ。即ち、１６：９の素材を４：３のモニ
タにて正しいアスペクト比で表示するために、入力される映像信号の４ライン分の情報か
らフィルタ処理を行い、３ライン分の情報を生成する。このような処理を全画面において
行うと、画面全体が上下に圧縮され、アスペクト比的には正しく１６：９の画面に変換で
きるが、上下に空白部分ができるので、その部分を黒画像とする。このアスペクト比変換
機能は、第１の制御回路１２によって、作動と非作動状態を選択する事ができる。非作動
の場合には第１のアスペクト比変換回路６は、入力された映像信号のアスペクト比変換を
せずにそのまま出力する。
【００１５】
図１２において、使用者は、出画しようとするモニタのアスペクト比が４：３であるか１
６：９であるかを、第１のアスペクト比設定手段１３で設定する。一方、素材判別回路５
は、映像ソースのアスペクト比が４：３フル画像なのか、４：３レターボックス画像なの
か、１６：９画像なのかの何れかを、第１の制御回路１２に出力する。第１の制御回路１
２は、素材判別回路５が映像ソースのアスペクト比が４：３フル画像、もしくは４：３レ
ターボックス画像を示している場合には、第１のアスペクト比変換回路６のアスペクト変
換動作を非作動とする。また、第１の制御回路１２は、素材判別回路５が映像ソースのア
スペクト比が１６：９を示している場合で、かつ第１のアスペクト比設定手段出力が１６
：９の場合には、第１のアスペクト比変換回路６のアスペクト比変換動作を非作動とする
。なお、第１の制御回路１２は、素材判別回路５が映像ソースのアスペクト比が１６：９
を示している場合で、かつ第１のアスペクト比設定手段出力が４：３の場合には、第１の
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アスペクト比変換回路６のアスペクト比変換動作を作動とする。
【００１６】
エンコーダ７は、第１のアスペクト比変換回路６の出力をＮＴＳＣビデオフォーマットに
変換し、飛び越し走査映像出力端子８より、飛び越し走査映像出力が飛び越し走査映像用
モニタ（図示は省略）に出力される。
【００１７】
次に、従来の映像信号再生装置における映像ソースが４：３フル画像、４：３レターボッ
クス画像及び１６：９画像それぞれについて、飛び越し走査映像用モニタの画角に対応す
る場合を図１６～図１８、及び連続走査映像用モニタの画角に対応する場合を図１９～図
２１を用いて以下説明する。
【００１８】
図１６は、従来の映像信号再生装置における４：３フル画像の映像ソースの場合の、飛び
越し走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。図１６（ｂ－
１）に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示されている。ところが
、同図（ｂ－２）に示すように、１６：９のモニタではアスペクト比が正しく表示されず
、横に引き延ばされた様に出画される。一方、飛び越し走査映像用モニタでは、従来の飛
び越し走査映像信号の標準的アスペクト比が４：３のため、４：３出力切り替え機能を装
備しており、飛び越し走査映像用モニタが備える４：３出力切り替え機能を使用すること
によって、同図（ｂ－３）に示すように、正しく４：３のアスペクト比で表示されるよう
になる。
【００１９】
図１７は、従来の映像信号再生装置における４：３レターボックス画像の映像ソースの場
合の、飛び越し走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。図
１７（ｂ－１）に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示されている
。そころが、同図（ｂ－２）に示すように、１６：９のモニタではアスペクト比が正しく
表示されず、横に引き延ばされた様に出画される。一方、飛び越し走査映像用モニタでは
、従来の飛び越し走査映像信号の標準的アスペクト比が４：３のため、４：３レターボッ
クス映像出力切り替え機能を装備しており、飛び越し走査映像用モニタが備える４：３出
力切り替え機能を使用することによって、同図（ｂ－３）に示すように、画面が上下に拡
大され、正しく１６：９のアスペクト比で画面一杯に表示されるようになる。また、映像
ソースによっては、画像の下部の無画部に字幕情報が記録されている場合がある。この様
なものには、同図（ｂ－５）に示すように、表示位置が上方に移動される切替え機能も装
備している。
【００２０】
図１８は、従来の映像信号再生装置における１６：９画像の映像ソースの場合の、飛び越
し走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。図１８（ｂ－１
）に示すように、４：３のモニタではそのままではアスペクト比が正しく表示されず、縦
に引き延ばされた様に出画される。ところが、使用者が第１のアスペクト比設定手段に接
続されるモニタが１６：９である事を設定する事によって、第１のアスペクト比変換回路
６が動作し、アスペクト比変換されて、同図（ｂ－４）に示すように正しく表示される。
また、同図（ｂ－２）に示すように、１６：９のモニタでは、アスペクト比が正しく１６
：９のアスペクト比で表示される。
【００２１】
即ち、従来の映像信号再生装置においては飛び越し走査映像用モニタでは、４：３フル画
像、４：３レターボックス画像、及び１６：９画像の３種類の映像ソースと、４：３及び
１６：９の２種類の映像用モニタの全ての組み合わせにおいても、正しいアスペクト比で
出画する事が可能である。
【００２２】
一方、第１のアスペクト比変換回路６の出力は、順次走査映像信号変換回路９に入力され
る。順次走査映像信号変換回路９では、入力された飛び越し走査映像信号を、順次走査映
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像信号に変換して出力する。色差コンバータ１０は、順次走査映像信号を色差映像信号に
変換し、順次走査映像出力端子１１より、順次走査映像出力が順次走査映像用モニタ（図
示は省略）に出力される。
【００２３】
図１９は、従来の映像信号再生装置における４：３フル画像の映像ソースの場合の、順次
走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。図１９（ｃ－１）
に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示されている。ところが、同
図（ｃ－２）に示すように、１６：９のモニタではアスペクト比が正しく表示されず、横
に引き延ばされた様に出画される。ここで順次走査映像用１６：９モニタは、ハイビジョ
ン信号を想定したモニタで、ハイビジョン映像信号の標準的アスペクト比が１６：９のた
め、４：３出力モードを装備しておらず、正しいアスペクト比で表示されない。
【００２４】
図２０は、従来の映像信号再生装置における４：３レターボックス画像の映像ソースの場
合の、順次走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。図２０
（ｃ－１）に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示されている。と
ころが、同図（ｃ－２）に示すように、１６：９のモニタではアスペクト比が正しく表示
されず、横に引き延ばされた様に出画される。上述したように、順次走査映像用１６：９
モニタは、ハイビジョン信号を想定したモニタで、ハイビジョン映像信号の標準的アスペ
クト比が１６：９のため、４：３レターボックス出力モードを装備しておらず、正しいア
スペクト比で表示されない。
【００２５】
図２１は、従来の映像信号再生装置における１６：９画像の映像ソースの場合の、順次走
査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。図２１（ｃ－１）に
示すように、４：３のモニタではそのままではアスペクト比が正しく表示されず、縦に引
き延ばされた様に出画される。ところが、使用者が第１のアスペクト比設定手段に接続さ
れるモニタが、１６：９である事を設定する事によって、第１のアスペクト比変換回路６
が動作し、アスペクト比変換されて同図のｃ－４に示すように正しく表示される。また、
同図のｃ－３に示すように、１６：９のモニタではアスペクト比が正しく１６：９のアス
ペクト比で表示される。
【００２６】
即ち、従来の映像信号再生装置においては順次走査映像用モニタでは、４：３フル画像及
び４：３レターボックス画像の映像ソースと、１６：９の映像用モニタとの組み合わせに
おいて正しいアスペクト比で出画する事ができない。
【００２７】
【発明が解決しようとする課題】
以上のように、従来の映像信号再生装置においては、順次走査映像用モニタでは、４：３
フル画像もしくは４：３レターボックス画像の映像ソースと、１６：９の映像用モニタと
の組み合わせでは、正しいアスペクト比で出画する事ができない問題点を持っている。今
後は、４：３フル画像、４：３レターボックス画像及び１６：９画像の３種類の映像ソー
スと、４：３及び１６：９との２種類の順次走査映像用モニタの全ての組み合わせにおい
て、正しいアスペクト比で出画する事が可能で、かつ４：３レターボックス画像において
、画面下部無画部分に字幕が入った場合においても、字幕が見えなくなる事を防止する事
が可能な映像信号再生装置の導入が要求されている。
【００２８】
　本発明は、上記従来技術の課題を解消するもので、アスペクト比が異なる映像ソースと
アスペクト比が異なるモニタとの全ての組み合わせにおいて、正しいアスペクト比で出画
する事が可能で、かつ４：３レターボックス画像において、画面下部無画部分に字幕が入
った場合においても、字幕が見えなくなる事を防止する事が可能な映像信号処理装置の提
供を目的とする。
【００２９】
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【発明を解決するための手段】
　この課題を解決するために本発明は、飛び越し走査映像信号が入力されレターボックス
切替ができる第１の映像モニタ及び順次走査映像信号が入力されレターボックス切替がで
きない第２の映像モニタに対して、映像信号を出力可能な映像信号再生装置であって、映
像信号を入力する入力手段と、前記入力された映像信号に基づいて、飛び越し走査映像信
号又は順次走査映像信号を生成する映像生成手段と、前記入力された映像信号がレターボ
ックス画像であるか否かを判断する判断手段と、前記入力された映像信号がレターボック
ス画像であると判断した場合において、前記映像生成手段から飛び越し走査映像信号が入
力された場合はレターボックス画像のまま出力する一方、前記映像生成手段から順次走査
映像信号が入力された場合はレターボックス切替処理を施した上で出力するレターボック
ス切替手段と、前記レターボックス切替手段の出力を、前記映像モニタに出力可能な出力
手段とを備える映像信号処理装置である。
【００３１】
【発明の実施の形態】
　本発明の第１の発明は、飛び越し走査映像信号が入力されレターボックス切替ができる
第１の映像モニタ及び順次走査映像信号が入力されレターボックス切替ができない第２の
映像モニタに対して、映像信号を出力可能な映像信号再生装置であって、映像信号を入力
する入力手段と、前記入力された映像信号に基づいて、飛び越し走査映像信号又は順次走
査映像信号を生成する映像生成手段と、前記入力された映像信号がレターボックス画像で
あるか否かを判断する判断手段と、前記入力された映像信号がレターボックス画像である
と判断した場合において、前記映像生成手段から飛び越し走査映像信号が入力された場合
はレターボックス画像のまま出力する一方、前記映像生成手段から順次走査映像信号が入
力された場合はレターボックス切替処理を施した上で出力するレターボックス切替手段と
、前記レターボックス切替手段の出力を、前記映像モニタに出力可能な出力手段とを備え
る映像信号処理装置を提供する。
【００３３】
（実施の形態１）
以下、本発明の一実施例について、映像信号と当該映像信号のアスペクト比を判別する判
別フラグとを含む情報信号が、円盤状のディスクに収録された信号を再生する場合につい
て図１～図１１を用いて説明する。
【００３４】
図１は本発明の一実施例の映像信号再生装置の構成を示すブロック図である。図１におい
て、１はディスクで、映像信号と、映像信号のアスペクト比を示す判別フラグが、予め記
録（または再生）に適した信号形態に符号化され、変調されて記録されている。２はピッ
クアップで、ディスク１に記録された信号を電気的信号に変換する。３はディスク回転装
置で、ディスク１を再生に適した回転数で回転させる。
【００３５】
４は飛び越し走査映像信号再生回路で、ディスク１に記録された映像信号を復調し、復号
し、飛び越し走査映像信号として出力する。５は素材判別回路で、ピックアップ２の出力
より、ディスク１に記録された判別フラグを読み取る。
【００３６】
６は第１のアスペクト比変換回路で、第１の制御回路１２により制御され、入力される映
像信号のアスペクト比を変換して出力する。７は飛び越し走査映像用モニタ（図示は省略
）に対応させるエンコーダ（例えばＮＴＳＣエンコーダ）で、飛び越し走査映像信号をＮ
ＴＳＣビデオフォーマットに変換し出力する。８は飛び越し走査映像出力端子で、これよ
り、再生された飛び越し走査映像出力が、飛び越し走査映像用モニタ（図示は省略）に出
力される。
【００３７】
９は順次走査映像信号変換回路で、第１のアスペクト比変換回路６の出力を順次走査映像
信号に変換し出力する。１０は色差コンバータで、順次走査映像信号変換回路９の出力を
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、アナログ色差信号に変換し出力する。
【００３８】
１１は順次走査映像出力端子で、これより変換された順次走査映像信号が、順次走査映像
用モニタ（図示は省略）に出力される。
【００３９】
１２は第１の制御回路で、素材判別回路５の出力と、第１のアスペクト比設定手段１３の
出力とによって、第１のアスペクト比変換回路６を制御する。１３は第１のアスペクト比
設定手段であり、使用者が受像機のアスペクト比を設定する為のものである。以上は従来
の技術で説明したものと同様なものである。
【００４０】
１４は第２のアスペクト比設定手段であり、使用者が受像機のアスペクト比を設定する為
のものである。１５は第２の制御回路で、素材判別回路５の出力と、第２のアスペクト比
設定手段１４の出力とによって、第２のアスペクト比変換回路１６を制御する。１６は第
２のアスペクト比変換回路で、第２の制御回路１５により制御され、入力される映像信号
のアスペクト比を変換して出力する。
【００４１】
以上の様に構成された本発明の映像信号再生装置について、さらにその動作を説明する。
【００４２】
図２は、本発明の一実施例の映像信号再生装置のディスク１に記録される映像信号の構造
を示す模式図で、図１３と同様なものである。飛び越し走査映像信号では、１／６０秒で
１フィールドの画像が構成され、それが２枚合わされて１フレームの画像となる。２枚の
フィールドの縦画素数はそれぞれ２４０であり、互いの画素はそれぞれの画素の縦方向の
間を埋めあう様な配置になる。一方、順次走査映像信号では１フレームが１／６０秒で縦
画素数は４８０である。このように、垂直周波数は共に１／６０秒であり、水平走査線数
は飛び越し走査映像信号に比べ順次走査映像信号は倍になるので、水平走査周波数は、飛
び越し走査映像信号が約１５．７５ＫＨｚであるのに対して、順次走査映像信号では約３
１．５ＫＨｚになる。
【００４３】
図３は、本発明の一実施例の映像信号再生装置の映像信号のアスペクト比を示す模式図で
ある。以下、映像信号と、飛び越し走査映像用モニタ及び順次走査映像用モニタとのアス
ペクト比として、４：３と１６：９との場合を例にとり説明するが、本発明のアスペクト
比はこの２つに限定されるものではなく、他のアスペクト比であっても、縦横比が変化す
るだけで思想は同様であり、作用・効果も全く同様である。図３［ａ］に示す様に、ディ
スク１に記録される映像信号には３つの形態がある。同図（ａ－１）は、４：３の画面一
杯に情報を持つ４：３フル画像であり、同図（ａ－２）は、４：３の画面の中央部に１６
：９の画像を持ち、上下が黒で塗りつぶされた、４：３レターボックス画像であり、同図
（ａ－３）は、１６：９の画面一杯に情報を持つ、１６：９画像である。
【００４４】
図３［ｂ］は、飛び越し走査映像信号用モニタのアスペクト比を示す。図３［ｂ］に示す
様に、飛び越し走査映像信号用モニタには、同図（ｂ－１）に示す４：３のアスペクト比
のものと、同図（ｂ－２）に示す１６：９のアスペクト比のものとがある。
【００４５】
図３［ｃ］は、順次走査映像信号用モニタのアスペクト比を示す。３図［ｃ］に示す様に
、順次走査映像信号用モニタには、同図（ｃ－１）に示す４：３のアスペクト比のものと
、同図（ｃ－２）に示す１６：９のアスペクト比のものとがある。
【００４６】
飛び越し走査映像信号再生回路４は、ディスク１に記録されている信号をピックアップ２
の出力から読み取り、飛び越し走査映像を再生し、第１のアスペクト比変換回路６に出力
する。素材判別回路５は、判別フラグをピックアップ２の出力から読み取り映像信号の種
類を判別し、判別信号として、第１の制御回路１２に出力する。
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【００４７】
使用者は、映像信号を出画しようとしている飛び越し走査映像用モニタのアスペクト比を
、第１のアスペクト比設定手段１３により設定する。第１の制御回路１２は、素材判別回
路５の出力と第１のアスペクト比設定手段１３の出力とによって、第１のアスペクト比変
換回路６を制御する。
【００４８】
図４は、本発明の一実施例の映像信号再生装置における第１のアスペクト比変換回路６の
動作を説明する模式図である。
【００４９】
第１のアスペクト比変換回路６は、４：３の飛び越し走査映像用モニタを想定し、１６：
９のアスペクト比の素材を垂直方向に圧縮する機能を持つ。即ち、１６：９の映像信号（
以下素材、もしくは映像ソースとも称す）を４：３のモニタにて、正しいアスペクト比で
表示するために、入力される映像信号の４ライン分の情報からフィルタ処理を行い、３ラ
イン分の情報を生成する。このような処理を全画面において行うと、画面全体が上下に圧
縮され、アスペクト比的には正しく１６：９の画面に変換できるが、上下に空白部分がで
きるので、その部分を黒画像とする。このアスペクト比変換機能は、第１の制御回路１２
によって、作動と非作動状態を選択する事ができる。非作動の場合には、第１のアスペク
ト比変換回路６は、入力された映像信号のアスペクト比変換をせずに、そのまま出力する
。
【００５０】
図１において、使用者は、出画しようとする飛び越し走査映像用モニタのアスペクト比が
、４：３であるか１６：９であるかを第１のアスペクト比設定手段１３で設定する。一方
、素材判別回路５は、映像ソースのアスペクト比が４：３フル画像なのか、４：３レター
ボックス画像なのか、１６：９画像なのかの判別結果を第１の制御回路１２に出力する。
【００５１】
この第１の制御回路１２は、次の３通りの指令を第１のアスペクト比変換回路６に対して
出力する。
【００５２】
(１)素材判別回路５が映像ソースのアスペクト比が、４：３フル画像、もしくは４：３レ
ターボックス画像を示している場合には、第１のアスペクト比変換回路６のアスペクト変
換動作を非作動とする。
【００５３】
(２)素材判別回路５が映像ソースのアスペクト比が、１６：９を示している場合で、かつ
第１のアスペクト比設定手段１３の出力が１６：９の場合には、第１のアスペクト比変換
回路６のアスペクト比変換動作を非作動とする。
【００５４】
(３)素材判別回路５が映像ソースのアスペクト比が、１６：９を示している場合で、かつ
第１のアスペクト比設定手段１３の出力が４：３の場合には、第１のアスペクト比変換回
路６のアスペクト比変換動作を作動とする。
【００５５】
エンコーダ７は、第１のアスペクト比変換回路６の出力をＮＴＳＣビデオフォーマットに
変換し、飛び越し走査映像出力端子８より、飛び越し走査映像出力を飛び越し走査映像用
モニタ（図示は略す）に出力する。
【００５６】
図５は、本発明の一実施例の映像信号再生装置の４：３フル画像の映像ソースの場合の、
飛び越し走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。同図（ｂ
－１）に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示されている。また、
同図（ｂ－２）に示すように、１６：９のモニタではアスペクト比が正しく表示されず、
横に引き延ばされた様に出画されるが、飛び越し走査映像用モニタでは、従来の飛び越し
走査映像信号の標準的アスペクト比が４：３のため、４：３出力切り替え機能を装備して
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おり、飛び越し走査映像用モニタに備える４：３出力切り替え機能を使用することによっ
て、同図（ｂ－３）に示すように、正しく４：３のアスペクト比で表示されるようになる
。
【００５７】
図６は、本発明の一実施例の映像信号再生装置の４：３レターボックス画像の映像ソース
の場合の、飛び越し走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である
。同図（ｂ－１）に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示されてい
る。また、同図（ｂ－２）に示すように、１６：９のモニタではアスペクト比が正しく表
示されず、横に引き延ばされた様に出画されるが、飛び越し走査映像用モニタでは、従来
の飛び越し走査映像信号の標準的アスペクト比が４：３のため、４：３レターボックス出
力切り替え機能を装備しており、飛び越し走査映像用モニタに備える４：３出力切り替え
機能を使用することによって、同図（ｂ－３）に示すように、画面が上下に拡大され、正
しく４：３のアスペクト比で画面一杯に表示されるようになる。また、映像ソースによっ
ては、画像の下部の無画部に字幕情報が記録されている場合がある。この様なものには、
同図（ｂ－４）に示すように、表示位置が上方に移動される切替え機能も装備している。
【００５８】
図７は、本発明の一実施例の映像信号再生装置の１６：９画像の映像ソースの場合の、飛
び越し走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。同図（ｂ－
１）に示すように、４：３のモニタではそのままではアスペクト比が正しく表示されず、
縦に引き延ばされた様に出画されるが、使用者が第１のアスペクト比設定手段１３に接続
されるモニタが１６：９である事を設定する事によって、第１のアスペクト比変換回路６
が動作し、アスペクト比変換され、同図（ｂ－４）に示すように正しく表示される。なお
、同図（ｂ－２）に示すように１６：９のモニタを用いる場合では、アスペクト比が正し
く１６：９のアスペクト比で表示される。
【００５９】
即ち、飛び越し走査映像用モニタでは、４：３フル画像と、４：３レターボックス画像と
、１６：９画像との３種類の映像ソースと、４：３と１６：９との２種類の映像用モニタ
の全ての組み合わせにおいても、従来技術において図１６～図１８を参照して説明したと
同様に、正しいアスペクト比で出画する事が可能である。
【００６０】
一方、第１のアスペクト比変換回路６の出力は、順次走査映像信号変換回路９に入力され
る。順次走査映像信号変換回路９では、入力された飛び越し走査映像信号を順次走査映像
信号に変換して出力する。
【００６１】
図８は、本発明の一実施例の映像信号再生装置における第２のアスペクト比変換回路１６
の動作を説明する模式図である。
【００６２】
先ず、第２のアスペクト比変換回路６は、１６：９の順次走査映像用モニタを想定し、４
：３フル画像を水平方向に圧縮する水平アスペクト変換機能を持つ。即ち、図８［ａ］に
示すように、４：３の素材を１６：９のモニタにて、正しいアスペクト比で表示するため
に、入力される映像信号の４画素分の情報からフィルタ処理を行い、３画素分の情報を生
成する。このような処理を全画面において行うと、画面全体が左右に圧縮され、アスペク
ト比的には正しく４：３の画面に変換できるが、左右に空白部分ができるので、その部分
を黒画像とする。
【００６３】
また、第２のアスペクト比変換回路６は、１６：９の順次走査映像用モニタを想定し、図
８［ｂ］に示すように、４：３レターボックス画像を垂直方向に拡大する垂直アスペクト
変換機能を持つ。即ち、４：３レターボックス画像を１６：９のモニタにて、正しいアス
ペクト比で画面一杯に表示するために、入力される映像信号の３ライン素分の情報からフ
ィルタ処理を行い、４ライン分の情報を生成する。このような処理を画面全体において行
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うと、画面全体が上下に拡大され、正しく１６：９の画面に変換される。
【００６４】
　さらに、第２のアスペクト比変換回路１６は、図８［ｃ］に示すように、垂直方向に画
像を拡大する際に、拡大後の画像の垂直中央位置が拡大前の垂直中央位置よりも予め設定
されただけ上方に位置させる垂直表示位置移動機能を持つ。これは、図８［ｄ］に示すよ
うに、垂直同期信号に対する画像信号位置を変化させる事で実現させる。
【００６５】
これら３つのアスペクト比変換機能は、第２の制御回路１２によって、それぞれ作動と非
作動状態を選択する事ができる。両変換機能共に非作動の場合には、第２のアスペクト比
変換回路１６は、入力された映像信号のアスペクト比を変換をせずにそのまま出力する。
【００６６】
図１において、使用者は、出画しようとする順次走査映像用モニタのアスペクト比が４：
３であるか１６：９であるかを、第１のアスペクト比設定手段１２に設定し、出画しよう
とする順次走査映像用モニタのアスペクト比が４：３であるか１６：９であるかと、更に
、垂直表示位置の移動を行なうか否かを第２のアスペクト比設定手段１４に設定する。一
方、素材判別回路５は、映像ソースのアスペクト比が４：３フル画像なのか、４：３レタ
ーボックス画像なのか、１６：９画像なのかの判別結果を第２の制御回路１５に出力する
。
【００６７】
この第２の制御回路１５は、次の５通りの指令を第２のアスペクト比変換回路１６に対し
て出力する。
【００６８】
(１)素材判別回路５が、映像ソースのアスペクト比が４：３フル画像、もしくは４：３レ
ターボックス画像を示している場合で、かつ第２のアスペクト比設定手段１４の出力が４
：３の場合には、第２のアスペクト比変換回路１６の水平アスペクト変換機能と垂直アス
ペクト変換機能と共に非作動とし、垂直表示位置移動機能も非作動とする。
【００６９】
(２)素材判別回路５が、映像ソースのアスペクト比が４：３フル画像を示している場合で
、かつ第２のアスペクト比設定手段１４の出力が１６：９の場合には、第２のアスペクト
比変換回路１６の水平アスペクト変換機能を作動とし、垂直アスペクト変換機能を非作動
とする。
【００７０】
(３)素材判別回路５が、映像ソースのアスペクト比が４：３レターボックス画像を示して
いる場合で、かつ第２のアスペクト比設定手段１４の出力が１６：９の場合であり、かつ
垂直位置移動が設定されていない場合には、第２のアスペクト比変換回路１６の垂直アス
ペクト変換機能を作動とし、水平アスペクト変換機能を非作動とし、垂直表示位置移動機
能を非作動とする。
【００７１】
(４)素材判別回路５が、映像ソースのアスペクト比が４：３もしくは４：３レターボック
ス画像を示している場合で、かつ第２のアスペクト比設定手段１４の出力が１６：９であ
り、かつ垂直位置移動が設定されている場合には、第２のアスペクト比変換回路１６の垂
直アスペクト変換機能と垂直表示位置移動機能を作動とし、水平アスペクト変換機能を非
作動とする。
【００７２】
(５)素材判別回路５が、映像ソースのアスペクト比が１６：９画像を示している場合には
、第１のアスペクト比変換回路１６の水平アスペクト比変換機能と垂直アスペクト変換機
能と共に非作動とし、垂直アスペクト変換機能を非作動とする。
【００７３】
色差コンバータ１０は、順次走査映像信号を色差映像信号に変換し、順次走査映像出力端
子１１より、順次走査映像出力が順次走査映像用モニタ（図示は略す）に出力される。
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【００７４】
図９は、本発明の一実施例の映像信号再生装置における４：３フル画像の映像ソースの場
合の、順次走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。同図（
ｃ－１）に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示されている。とこ
ろが、同図（ｃ－２）に示すように、１６：９のモニタでは映像ソースそのままのアスペ
クト比では正しく表示されず、横に引き延ばされた様に出画される。前述したように、順
次走査映像用の１６：９のモニタは、ハイビジョン信号を想定したモニタで、ハイビジョ
ン映像信号の標準的アスペクト比が１６：９のため、４：３出力モードを装備しておらず
、正しいアスペクト比で表示されない。しかしこの場合、使用者が、第１のアスペクト比
設定手段１３及び第２のアスペクト比設定手段１４に接続されるモニタが１６：９である
事を設定する事によって、第２のアスペクト変換回路１６の水平アスペクト比変換機能が
作動し、同図（ｃ－３）に示すように、正しいアスペクト比に変換された画像を表示する
事ができる。
【００７５】
図１０は、本発明の一実施例の映像信号再生装置における４：３レターボックス画像の映
像ソースの場合の、順次走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図で
ある。同図（ｃ－１）に示すように、４：３のモニタではアスペクト比が正しく表示され
ている。ところが、同図（ｃ－２）に示すように、１６：９のモニタでは映像ソースその
ままのアスペクト比では正しく表示されず、横に引き延ばされた様に出画される。上述し
たように、順次走査映像用の１６：９のモニタは、ハイビジョン信号を想定したモニタで
、ハイビジョン映像信号の標準的アスペクト比が１６：９のため、４：３出力モードを装
備しておらず、正しいアスペクト比で表示されない。しかしこの場合、使用者が、第１の
アスペクト比設定手段１３及び第２のアスペクト比設定手段１４に接続されるモニタが１
６：９である事を設定する事によって、第２のアスペクト変換回路１６の垂直アスペクト
比変換機能が作動し、同図（ｃ－４）に示すように、正しいアスペクト比で、かつ画面一
杯に変換された画像を表示する事ができる。
【００７６】
更に画像の下部無画部分に字幕情報が含まれる場合がある。この場合には図１０（ｃ－５
）に示すように４：３の画面においては字幕の情報が完全に画面内に収まる様に字幕情報
の垂直位置が決められている。これを垂直アスペクト比変換すると、同図（ｃ－６）に示
すように、字幕が完全に表示されないという問題が生じる。この場合には使用者は、第２
のアスペクト比設定手段１４に垂直表示位置の移動を指示すると、同図（ｃ－７）に示す
ように、画像表示位置を予め設定された値のライン数だけ上方に移動し、垂直アスペクト
比変換を行なった後でも字幕が画面から消えないような位置に表示位置を変える事ができ
る。
【００７７】
図１１は、本発明の一実施例の映像信号再生装置における１６：９画像の映像ソースの場
合の、順次走査映像用モニタに出画されるアスペクト比を説明する模式図である。同図（
ｃ－１）に示すように、４：３のモニタではそのままではアスペクト比が正しく表示され
ず、縦に引き延ばされた様に出画されるが、使用者が第１のアスペクト比設定手段１３お
よび第２のアスペクト比設定手段１４に接続されるモニタが４：３である事を設定する事
によって、第１のアスペクト比変換回路６が動作し、アスペクト比変換されて同図（ｃ－
４）に示すように正しく表示される。また、同図（ｃ－３）に示すように、１６：９のモ
ニタでは、アスペクト比が正しく１６：９のアスペクト比で表示される。
【００７８】
即ち、本発明の一実施例の映像信号再生装置では、順次走査映像用モニタにおいても、４
：３フル画像、４：３レターボックス画像及び１６：９画像の映像ソースと、４：３及び
１６：９の映像用モニタとの全ての組み合わせにおいて、正しいアスペクト比で出画する
事ができ、かつ、４：３レターボックス画像において、画面下部無画部分に字幕が入った
場合においても、字幕が見えなくなる事を防止する事が可能な映像信号再生装置が得られ
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る。
【００７９】
なお、本実施例では、映像ソースとして４：３フル画像及び４：３レターボックス画像及
び１６：９画像の３種類で説明したが、これは、ソースのアスペクト比の種類に応じて、
第２のアスペクト比変換回路のアスペクト変換機能を変えれば、アスペクト比は限定され
るものではなく、アスペクト比が３種類以上の場合においても応用ができるものである。
【００８０】
また、図１において、符号４以降の各構成要因は、本実施例では回路等のハードウエアの
形態としたが、これらはソフトウエアでの置き換えも可能なものである。
【００８１】
また、第２のアスペクト比変換回路は、予め設定されたライン数だけ画像表示位置を上方
に移動できる様にしたが、これは、設定値を可変にして、上方移動量を可変できるような
構成にする事も可能である。
【００８２】
更に、本実施例ではディスク媒体に記録された映像信号において説明を行ったが、これは
、他のテープ媒体や、衛星放送、地上波放送等の映像信号を含んだ情報信号においても、
同様に応用できるものである。
【００８３】
【発明の効果】
　以上のように本発明によれば、複数種の映像信号のアスペクト比の映像を、飛び越し走
査映像用モニタ及び順次走査映像用モニタの何れに対しても、正しいアスペクト比で出画
でき、かつ、４：３レターボックス画像において、画面下部無画部分に字幕が入った場合
においても、字幕が見えなくなる事を防止する事が可能な映像信号処理装置が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の映像信号再生装置の構成を示すブロック図
【図２】同、ディスクに記録される映像信号の構造を示す模式図
【図３】同、映像信号のアスペクト比を示す模式図
【図４】同、第１のアスペクト比変換回路の動作を説明する模式図
【図５】同、４：３フル画像の映像ソースの場合の飛び越し走査映像用モニタに出画され
るアスペクト比を説明する模式図
【図６】同、４：３レターボックス画像の映像ソースの場合の飛び越し走査映像用モニタ
に出画されるアスペクト比を説明する模式図
【図７】同、１６：９画像の映像ソースの場合の飛び越し走査映像用モニタに出画される
アスペクト比を説明する模式図
【図８】同、第２のアスペクト比変換回路の動作を説明する模式図
【図９】同、４：３フル画像の映像ソースの場合の順次走査映像用モニタに出画されるア
スペクト比を説明する模式図
【図１０】同、４：３レターボックス画像の映像ソースの場合の順次走査映像用モニタに
出画されるアスペクト比を説明する模式図
【図１１】同、１６：９画像の映像ソースの場合の順次走査映像用モニタに出画されるア
スペクト比を説明する模式図
【図１２】従来の映像信号再生装置の構成を示すブロック図
【図１３】同、ディスクに記録される映像信号の構造を示す模式図
【図１４】同、映像信号のアスペクト比を示す模式図
【図１５】同、第１のアスペクト比変換回路の動作を説明する模式図
【図１６】同、４：３フル画像の映像ソースの場合の飛び越し走査映像用モニタに出画さ
れるアスペクト比を説明する模式図
【図１７】同、４：３レターボックス画像の映像ソースの場合の飛び越し走査映像用モニ
タに出画されるアスペクト比を説明する模式図
【図１８】同、１６：９画像の映像ソースの場合の飛び越し走査映像用モニタに出画され
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【図１９】同、４：３フル画像の映像ソースの場合の順次走査映像用モニタに出画される
アスペクト比を説明する模式図
【図２０】同、４：３レターボックス画像の映像ソースの場合の順次走査映像用モニタに
出画されるアスペクト比を説明する模式図
【図２１】同、１６：９画像の映像ソースの場合の順次走査映像用モニタに出画されるア
スペクト比を説明する模式図
【符号の説明】
１　ディスク
２　ピックアップ
３　ディスク回転装置
４　飛び越し走査映像信号再生回路
５　素材判別回路
６　第１のアスペクト比変換回路
７　エンコーダ
８　飛び越し走査映像出力端子
９　順次走査映像信号変換回路
１０　色差コンバータ
１１　順次走査映像出力端子
１２　第１の制御回路
１３　第１のアスペクト比設定手段
１４　第２のアスペクト比設定手段
１５　第２の制御回路
１６　第２のアスペクト比変換回路

【図１】 【図２】
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【図１６】

【図１７】
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【図１９】
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【図２１】



(17) JP 4356202 B2 2009.11.4

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｎ   7/01     (2006.01)           Ｈ０４Ｎ   7/01    　　　Ｊ          　　　　　
   Ｈ０４Ｎ   9/00     (2006.01)           Ｈ０４Ｎ   9/00    　　　Ｂ          　　　　　

(56)参考文献  特開平０５－０８３６５５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－１６３５１６（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２１０４２６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N   5/93
              H04N   5/445
              H04N   5/45
              H04N   5/46
              H04N   5/91
              H04N   7/01
              H04N   9/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

